
即日立問機総務務機織機幾網棚脳機関

表示灯It常時点灯します。
起動スイ、yTの操作仁より点滅状態となります。

下向きlこ操作することで起動装置が復旧します。
（サイレンの鳴動、表示灯の点滅を停止させます。）

電池試験スイッチを押すと点灯します。点灯すれば、
正常です。
〉（（点却しない時lこは、点検業者等に連絡してください

①！l旧レバ－

l出
①電池試験スイ、yf 

予備電源（電池）のTェックに用いるスイッテてす。

交流電源（ACIOOV）が投入されている場合、
点灯します。停電時l店、消nします。

桜 ij~ の保護カバ を強〈押せばi甲鉛がON となり、
音響装置が鳴動します。
（非常時に操作します。）

電池試験。

際機総務総務機幾滋機繍

種別
複合装置

普通型 防雨型

型名
露出張 NEB904EX NEB904EP 
理込型 NEB904FX NEB904FP 

型式番号 認許非第26～B号 認訴 J~ 第 2 6～9号
電源電圧 ACIOOV 50/60Hz 
回路電圧 DC6V 
消費電力 警戒時： 2.5 w 警報時： 4W

非常電源 DC6V 250m A密閉形ニッケJv.力ドミウム蓄電池充電方式 トリクル充電 充電電流 9mA 
表不灯 DC6V IOmA LE D表不灯
音響装置 DC6V 230mA 90d 日以上
起動装置 押し銀 接点容量 DC30V IA 
l~ 報接点 接点容量 DC30V 3A 
住用温度範囲 0℃～＋40℃ 
最大接続台数 20台
露出型 専用露出ポ、yクス

適合ボックス
埋i主型 4個用スイッチボックス（JIS C 8340) 
22sx174x54 カパ不要

質量
露出型 I . 0 Kg 
埋込型 0. 7 Kg 

ヒューズ O.IA .. ・2本（本体ケースに付属）
2 ヒュズ I A・ ｜本（本体ケ スに付属）

予備Iオ品＂＇及口 び 3 本体取付用ピス
露出型.....M4×I 5 4本
埋込型.....M4×25 4本

箆士埋時込の型ご注意
入線Itスイッチボックス上側のノックアウトから
行ってください。

非常警報設備取扱説明書

①表示灯

進／
①交流電j臨

海
①電池確認灯

海－
①起動スイ、yf 

~ ①
 

①カパ プレ ト届定ピス①カバーブレ ト①表示灯
＠音響装置（スピー力） ⑤交流電源灯＠電池確認灯
⑦起動スイ、yチ（ロック式） G訪問レバー＠電池試験スイ、げ
⑪露出ポ、yクス（埋込型lま除〈） O街＊パ、yキソ（普通型It除〈
⑪合格証票
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UiT~·~~織機緩緩幾機織機欄
）：くこの産l:L当社の非常警報設備をご採用いただき、誠に有難うございます。
）：（本品は密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池を内高し士電沼部分と、表示灯、
音響装置（スぜ 力）ならびに起動装置が つのケ スにセットされてい
ます。
非常の場岳、起動装置を押しますと、直ちに作動し、音響装置（スピ カ）
が電子音を尭します。
停電時は自動的lこ蓄電池仁切換わり、 1時間監視状態を続けた雄、 1 0分
間音響装置（スピーカ）を鳴動させることができます。

〉（〈火災発生時lこ描え正しくお使いいただくために、この説明書をよくお読み
ください。
階、この説明書は大切に保管してください。

品田E日本ドライケ主力＇＂株式会社

綴~if＃：郎町機i~t五五：~~J~'JKAri2＇.蹴議機縁幾緩畿察関駿商工店主思議機懇線機織機緩織機綴繍媛緩鰍綴繍
非常警報設備を安全にご使用いただくために、以下の点lこご注意ください。
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予備電源（電池）拡必ず取付けておいてください。

予備電源がないと停電時に機能しません。

日常 ~J 、次の状態を確認してください 0
・表示日が点灯しています。
ー樹園司灯（紘）が点灯しています。

( 2）現場の状況を確認する。

－安全を確かめた上て＼状況を確認すると共に、消防署へ
の通報、初期消火、避難誘導を速やかにfiってください。

( 3）正常な状態に戻す。
－正常な状態に戻すには、復旧レバーを下仁下げてくt：さい。

6YE-7035-I 
（軍lllil

予備電源の接続l正、＋ を絶対に間違わないようにして
ください。
予備電源を発熱・破裂させる原因になります。

＠ 
機器の操作（J、必ず子てfiってください。干以外の
ものでは確実な操作ができず、又、機器を破壊する
ことがあります。

0 機器の周りに1却を置かないでください。緊急時の操作に支障をきたします。

＠ 
各機器の正しい取扱いを理解し、緊急時の硬用に備
えてください。
緊急時の対応を容易にITえます。

＠ 
本防災システムl正法の定めるところに従って、必ず
定期点検を行ってください。この定期点検を怠ると
火災時に正常に機能しない恐れがあり、その言任を
問われることがあります。

A 融制問（J刊
故障を放童すると正常に機能いたしません。

A 陪理H剛ト州内部叶触れ川ください【
感電、故障の恐れがあります。

ぐ③9故問な Iて闘＜ t:_ しい さい。

－車熱射風が日j直tの接ああたたるる所所、。 暖房やボイラーなどからの

－ 水所（油て防、雨蒸対気策使、を擁ほこされりて、属なだ食11融ガ器スなを）雨どが水かのかかかる所る。
は、 院しないでいく いさい。

－使用温度範囲をこえる所。

革主



2）定期点検のさまり
非常警報設備は、いざという時仁正しく動作させるため仁、定期的な
保守点検が必要です。
j目前法ては、防火対象 t~ の関係者（建物の所害者、管理者又 It 占有者）
に対して定期的な保守点検の実施及びその結果を報告するよう定めら
ています。
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2 防雨型てない機種を雨水のかかる場所に設置しないでください。

3町カパ ブレ トを閉める前lこ必ず、表示灯及び予備電源（電池）の
接続が正しく行われτいることを確認してください。
4.表示好及び予備電漉（電池）コネクタの抜き差しは、注意して行って
ください。
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定期交換の必要な部品ll、指定期間で交換してください
正常仁機能しなくなります。予備電源の接続ll、十ーを絶対に間違わないようにして

ください。
予備電源を発熱・破裂させる原因lこなります。

＞：＜埋込型の場合
（｜）壁lこ埋込まれた埋込ボックスlこ本体を固定するo
~ 1M4×2 5ピス守 4本使用）

①表示灯及び予備源（電池）と本体を接続する。

①カバ－1レートを取付ける。

定期点検の期間
6ヶ月
I if 

－点検の結果ll，維持台拡に記接して保管し、次表の期間ごと
に所特の消防署に報告しなければなりません。

防火対象物の種類 ｜ 報告期間
特定防火対象物 I i年lこl凹
特定防火対象物以外のもの ｜ 3年に｜回

本定期点検

定期点検の種類
外観点検および機能点検
総合点検

ホ結果報告・・

｜）ヒューズの交換方法
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｜）カバプレ トの取外し
上下2本のネジを緩めカバ－7＇レートを本体から取外します。
（コネクタの接続方法は別項参照）
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2）接続方法・・・その2（出火階、直上階のみゴロック鳴動）

~（~＇ i ￥~ii~l~~6~！打の階の開可1；せることが

援iJi~lt223i議機欄緩鰍縁側綴側側欄線機緩綴綴織機綴欄綴欄毅欄

一｜｜幅ず

五I.接続台数は、 20台てす。

2.電源はACIOO V専用てす。接続前に入力電圧を確認してください。
AC I 0 0 V以外の電源は、絶対lこ接続しないでください。故障の原因
となります。

配線時の注意

直上階ブロック
3目電源接続l正感電防止のため、ブレーカーを遮断してから作業を行って
ください。
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一一一一一一而正一一一一一一一下「－c士三ヨコ計画－－fc]~；万｜）接続方法・・ーその｜ （連動及び移報接続）

＞：＜運動機能： ~11~~月t~~f ！~f~lii~~！：iit~f が
）制機能： ~I i ￥~1~ ：~~~詰~~~； ~f動信号を送ることが
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3）連動端子間接続用の電親
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